
 
     

 

 

 

 

 

当 JA管内で 2020年より、長岡京市、京 

都市西京区地域で、数頭の発生を確認してお 

り、早生品種の出穂が早い圃場に集中して発 

生しております。 

「イネカメムシ」は、本州、四国、九州、 

南西諸島など分布するイネ科植物の害虫とし 

て知られています。体長は１２～１３mm 

で、４月頃から越冬地で活動を開始し、水稲 

の出穂前から本田に侵入することもあります。 

 早生品種では走り穂が出ると本田への侵入 

が始まり、吸汁加害します。「イネカメムシ」

は、斑点米を発生させるだけでなく、出穂期 

に籾の基部や茎の加害により不稔を生じさせ減収となる

恐れがあることが知られています。 

国内では、茨城県、千葉県、静岡県、愛知県、岐阜県、

京都府、三重県、滋賀県、山口県などで発生が報告され

ており、近年、生息地や被害が拡大傾向にあります。   

京都府では、２０１８年に注意報が発表されており、昨

年では、兵庫県において、不稔症状により大幅な減収と

なる被害も報告されています。 

管内では、不稔を生じさせるような目立った被害は発

生していませんが、「イネカメムシ」特有の基部が吸汁（画像参照）された被害粒が産米 

検査現場で見受けられます。本年は、７月下旬より、長岡京市、京都市西京区、京都市 

伏見区で発生調査を行っており、長岡京市で、晩生品種の「ヒノヒカリ」圃場で、初確認。

９月１１日に京都市伏見区で「イネカメムシ」の幼虫を確認。９月１３日には、「イネカ 

メムシ」成虫の発生を確認しました。これまで、山間地に近い地域では、発生しており 

ましたが、平坦地では、初確認となりました。南西部以外 

の北部地域でも確認しております。確実に生息地は、拡大 

大しております。防除の適期は過ぎておりますが、次年度 

の発生量減少に向け、晩生品種の「ヒノヒカリ」などの圃 

場で見かけたら防除を行ってください。 
 

 

 

 

 

 

         ＪＡ京都中央 ２０２３年９月１４日  

 

 

「イネカメムシ」に

よる基部が吸汁され

た斑点米の被害粒 



 

 

 

 

次年度の  

２０２４年産

米の「イネカメ

ムシ」防除は、

「フジワンラッ

プ粒剤」を使

用して、防除

を行いましょ

う！ 


